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◇ 「楽しかった春のしゃ営」 

江南第３団 カブ隊 広瀬 生磨 

 

３月１９、２０日に、こまき山にある、青

年の家に行きました。 

こまき山に、にん者をさがしながら、ハイ

キングに行きました。 

ハイキングは、ついせきサインがあったが、

あんまりおぼえていなくていなかったけど、

ゴールまで行けました。 

夕食のじゅんびでアピタに行って、からあ

げの材料を買いに行きました。仲間としっし

ょにつくった夕飯はとてもおいしかったです。 

みんなでおふろに入ったら、楽しくて、み

んなが家ぞくみたいなそんざいでした。 

仲間はだいじだな、と思いました。 

 
 

◇ 「春の舎営」 

江南第３団 カブ隊 柴田 蓮紫 

 

 きょうは、こまき青年の家で舎営をしまし

た。ハイキングでは、まず神社できつねの下

のところの長さをはかりましたが、よくわか

らなかったです。おしろについたら、にんじ

ゃをさがしました。だけど、いなかったです。

それから山を下りておにぎりを食べました。 

 よるごはんは、自分たちでからあげをつく

りました。食べたらとてもおいしかったです。 

 とても楽しかったです。 

 
 

◇ 「にんじゃはみつけられなかった」 

江南第３団 カブ隊 日比野 哉士 

 

春の舎営で小牧青年の家に行きました。ハイ

キングでは、小牧山の中で冒険しました。 

 はじめ、たい長からちゅういすることの話

があったのに、ぼくたちは、ついせきサイン

を見おとして、山の中へ行ってしまいました。

とちゅうで、ふく長と出会い、ポイントを通

っていなかったので、ふりだしにもどること

となりました。２回目はついせきサインに気

をつけて歩きました。

 
 さいごに小牧じょうの中にいるにんじゃを

見つけるはずでしたが、ぼくたちはまちがえ

てはじめにおしろの中に行ってしまったので、

にんじゃにであうことはできませんでした。 
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 ハイキングはかんたんだと思っていたけれ

ど、かんたんではありませんでした。４月か

らはしかになり、うさぎが入ってくるので、

いろいろなことに気をつけながらがんばりま

す。 

 

◇ 「伊那スキー訓練」 

瀬戸第１団  

ボーイ隊 奥島 知輝 

 

 三月十二日から一泊二日のスキー訓練を伊

那スキーリゾートにて行いました。 

 二日とも天候に恵まれ、十分に訓練するこ

とができました。参加人数はカブ隊十二名、

ボーイ隊二名、ベンチャー隊二名、ローバー

隊三名でした。 

 訓練内容は、一日目に足をそろえて曲がっ

たりする練習と遠くを見てすべる練習です。

二日目は昨日とほぼ同じ事と、ストックの使

い方もやりました。それと、二日目の十二時

に進級テストがありました。 

 今年は暖冬の影響でスキー場の雪があまり

良くはなかったので、少し滑りにくかったで

す。 

 宿では、宝探しやミニゲーム、スタンツな

どを行いました。 

 今回の訓練では、スキーをあまりやったこ

とがない子たちが短時間で上手くなっていた

ので自分も負けないように頑張ることができ

ました。 

 来年もこの気持ちを忘れずに楽しく滑るこ

とができたらいいなと思いました。 

 

◇ 「ガールスカウト合同キャンプ」 

春日井第５団  

カブ隊 橋本 綾 

 

 ６月４・５日にガールスカウト４０団と合

同キャンプをしました。 

 朝、救急法の練習をしました。最初は本当

だったら・・・と思っていて怖かったけど、

やらないと死んでしまうのでいっしょうけん

めいやりました。ほんとうにこうなったら、

この経験を生かして少しでも役に立ちたいで

す。 

キャンプファイヤーでももたろうのスタン

ツをやりました。主役になってドキドキした

けど楽しく温かい子がいっぱいいて、面白く

なってうれしかったです。でも、はずかしが

るより次長としてガンバレたらな！と思いま

した。 

翌日は、お母さんと妹がくるので楽しみに

していました。朝寝坊したけど、温かい言葉

をかけてくれてうれしかったです。 

 
 

◇  「芋の苗植えと木工作」 

         春日井第２団  カブ隊 

               北澤 佳奈 

５月２２日に１０団と合同で芋の苗植えと

木工作をしました。 

 初めにやったぼうし送りゲームは人数が少

なかったし、大人が入って身長差があったの

でうまくいきませんでした。 

 次にハイキングをしました。私はオオバコ

とヘビイチゴとイチゴとシオカラトンボを見

つけました。でも、どこにあったのかが分か

らなかったので、マップに書けませんでした。 

 次に芋の苗を２種類植えました。苗を植え

るときに一定の方向に植えるのとうねをふま

ないように気を付けました。しゅうかくが楽
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しみです。 

 最後に木工作はくぎを打つのが楽しかった

です。のこぎりはなれたら上手になりました。 

今度鳥の巣箱をつけるのが楽しみです。 

 
 

◇ 「春日井１０団と合同集会」 

         春日井第２団  カブ隊 

              福澤 英二郎 

ぼくは５月２２日に合同集会でまず開会式を

した後に、森の中にハイキングに行きました。

ハイキングではわなげやキムスゲームなどい

ろいろなゲームができて楽しかったです。 

 そして、森を出るときのこが落ちていたの

でもらいました。とてもちいさかったです。 

 次にいものなえを教えていただきながら植

えました。いろいろな虫がいると思ったけれ

どいなかったので安心しました。 

 ハイキングが終わって無事に帰ると、巣箱

を作りました。竹にビスを付けておみやげを

いただきうれしかったです。 

 閉会式では国旗の当番だったけど、失敗せ

ずできたのでとてもうれしかったです 

 
 

◇ 熊本地震の募金活動 

         春日井第２団  カブ隊 

               石田 和也 

ぼくはぼきん活動をして思ったことが二つ

あります。 

一つ目は組のみんながだんだんまとまって

きた感じがしたことです。最初のほうは、み

んなバラバラで、一人が勝手に言って、その

あとみんながバラバラに続いて言うような感

じだったけど、終りころになると、みんなが

「せーの」でそろって言うようになりました。 

 二つ目は、いろんな人がぼきんをしてくれ

たということです。通った時にしてくれた人

や、少し行ってしまったけど、またもどって

きてくれた人、ちがう組にもしてぼくたちの

組にもしてくれた人、中には改札口まで行っ

たところで気づいて、走ってきてしてくれた

人もいました。そして、ほとんどの人が、「が

んばってね。」などの言葉を口にしてくれたの

で、とてもうれしくなりました。 

 
 

◇ 「清掃奉仕との募金活動」 

         春日井第２団  カブ隊 

               神戸 優李 

４月２４日清掃奉仕と募金活動をやりまし

た。清掃奉仕は高蔵寺駅でやりました。やっ

ているときあめをいただきました。 

「がんばってね」と声もかけてもらいました。 

僕はがんばろうと思いました。たばこの吸い

殻などたくさんありました。ごみはベンチの

下にものすごくあり、たばこの入っていた箱

もありました。 

 清掃が終わり募金を行う場所へ行きました。

その日はものすごく暑かったので、少し動く

だけで疲れました。募金箱は自分で作りまし
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た。おじいちゃんとおばあちゃんが九州の大

分に住んでいるので、いっしょうけんめいや

りました。すごくあせをかきました。 

 募金にたくさんの人が協力をしてくれてう

れしかったです。春日井第２団全部で合わせ

て９万１２２４円集めました。たくさん集ま

ってよかったです。 

 
 

 

◇ 「雨にも負けず」 

        春 日 井 第 ２ 団         

ボーイ隊 青木 絢瑚 

これは昨年カブ隊でのことです。 

 私は７月４日と５日に細野キャンプ場で一

泊野営をしました。その日はみんなが合羽を

着なくてはいけないほどたくさんの雨がふっ

ていました。「せっかくのキャンプなのに雨の

中でテントをはるのか…」と少しいやな気持

ちでいました。そんな時、４組のみんなは少

しもいやな顔をせず、がんばってテントをは

っていました。雨の中ぬれた道具をもって作

業していました。中には軍手もしないでいっ

しょうけんめいやっている子もいました。 

 みんなの様子を見たとき組長としてはずか

しくなってきました。組長がそんな気持ちで

いたらめいわくがかかると思い、すぐにテン

トをはるのを手伝いました。 

 みんなと協力すると雨だということを忘れ

るぐらい、気持ちがすっきりしてきました。 

 これからはどんな大変なことでも、みんな

といっしょにがんばりたいです。 

 
 

 

◇ 「やだやだやだぜったい無理」 

           江南第 1団 カブ隊 

            しか 武田 千奈 

 私は、はじめてキャンプファイヤーのとき

に火をつけるのをたのまれた。でも、あまり

私は、やりたくなかった。なぜなら、はじめ

てやるし、火は熱いしこわかったからだ。そ

れでも火をつける事になってしまった。 

 いよいよ、キャンプファイヤーのときにな

った。そのとき私は、きんちょうしすぎて急

におなかがいたくなったけどすぐなおった。 

 そして、木を持ってじゅんびはできた。も

うすぐわたしの木にも火がつけられる。ちょ

っとそんな事を思ってたうちに火がつけられ

た。火がついたら火の神様の方へどんどん歩

いて行った。みんながそろったら火の神に火

をつけるゆるしをもらった。こんどは、火を

つけるほうに歩いて行きみんなで火をつけた。

火をつけたしゅんかんに私は、すごくほっと

した。どうしてかとゆうと、火をつけおわっ

たからだ。 

 こわかったけどまたやってみたいと思った。 
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   ◇ 「なつのキャンプ」 

           江南第 1団 カブ隊 

         うさぎ 大竹 ともゆき 

 ぼくは、カブのキャンプでがんばったこと

は、はんごうでごはんづくりです。 

 ごはんづくりはけむりは出るし、うちわで

火が小さくなってきたらあおいで火を強くし

て２時間かけてつくりました。 

 あとはこん虫さいしゅうでカブト虫やクワ

ガタはいませんでした。でもカミキリ虫なら

１ぴきつかまえられました。 

 それががんばって楽しかったことです。 

 そしてキャンプの山の中でくろいネコと会

いました。 

 
 

◇ 「夏休みのキャンプ」 

           江南第 1団 カブ隊 

          うさぎ 西村 ゆうき 

 ぼくは、夏休みにみんなでキャンプに行っ

て、いろいろなかつどうをしました。とくに

たのしかったのが、水遊びです。水ふうせん

でゲームをしましたがまけました。けど、み

んなでやれてすごくおもしろかったです。 

 次は、こん虫さいしゅうです。こん虫さい

しゅうは、すごくたのしかったけどよるの山

道は、こわかったです。ほかにすごくでかい

ダムの上をさんぽしました。すごく高くて、

こわかったです。後キャンプファイヤーをや

って、たいちょうたちにみんなでおどりまし

た。かんぺきにおどれました。 

 かえるとき、山道をおりたときに雨がきゅ

うにふってきて、びっくりしました。とちゅ

うでお店があったのでそこできゅうけいして

から、かえることにしました。また行きたい

です。 

 
 

◇ 「カブのキャンプ」 

           江南第 1団 カブ隊 

            くま 西村 心美 

 私は、７月２９日から、７月３１日まで、

三河湖の近くにある、バンガロー村でキャン

プをしました。荷物がとても重かったです。

朝の９時から、へやのてんけんがあったので、

みんなで、ハイクに行っている時、マツボッ

クリがあったので、それを、１５個くらい、

ひろって帰りました。ハイクは、つらかった

けど、山の中で隊長たちが、おもしろい遊び

や、ヤッホーとおもいっきりさけんでいたの

で、すごくたのしかったです。それから、夜、

７時３０分にキャンプファイヤーがあったの

で、出し物の、ハッピーダンスをおどりまし

た。まちがえたかもしれないので、最後まで、

きんちょうしました。あとは、夜の昆虫さい

しゅで、ＬＥＤライトの近くに虫がいっぱい

いたけど耳元で虫の飛んでいる音がきこえた

ので、こわかったです。このキャンプファイ

ヤーで色々な思い出が作れたのでまた行きた

いです。 
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◇ 「カブたいのキャンプ」 

           江南第 1団 カブ隊 

           うさぎ 佐分 佑羽 

二日目の夜のキャンプファイヤーがぼくは

一番楽しかったです。おどりが楽しかったで

す。川遊びはさいしょこわかったけど、みん

なで水かけをしているうちに楽しくなりまし

た。でもちょっと川遊びはこわいです。ウィ

ンナー作りははじめてたいけんでした。肉を

ふくろにつめていくのがむずかしかったけど、

おもしろかったです。ウィンナー作りは家で

道具がないので、作れませんが、もし道具が

あれば家でも作ってみたいです。流しそうめ

んは、楽しくて、そうめんをとったり、くだ

もののみかんとパイナップルをとりました。 

 また家でも流しそうめんをやりたいです。 

 
 

◇ 「はじめてのキャンプ」 

           江南第 1団 カブ隊 

           うさぎ 横山 春陽 

 わたしは、はじめてキャンプへ行きました。

はじめは少しこわかったけど、楽しくてあっ

というまにキャンプが終わってしまいました。 

 キャンプで一番楽しかったことは川遊びで

す。はじめはすべってばかりだったけど水の

上に出ていた岩につかまってうまく歩けまし

た。思ったよりも川の流れが早かったので少

しびっくりしました。キャンプのさいごの日

に、アブやアブの赤ちゃんが来てわたしい外

みんな「ギャアギャア」さわいでいました。

そこが少しおもしろかったです。次に楽しか

ったのは、流しそうめんです。とちゅうのト

マト１こミニトマト１こをとれてとてもうれ

しかったです。ももやみかんもたくさんとれ

ておいしかったです。キャンプファイアでダ

ンスをおどるのが少しきんちょうしました。

だけどえ顔でいつも通りにダンスをおどれた

と思います。 

 
 

◇ 「さかな掴み」 

         日進第 1団 ビーバー隊 

            補助者 木村依子 

 

初めての経験、さかな掴み。かなりじたば

たしていた様子でしたが、結構真剣に挑戦し

ていた姿が微笑ましかったです。 

 苦戦していた事もあり、チャレンジして出

来た時の喜びは大きいと思います。 

 楽しい時間を過ごせて夏の良い思い出が出

来ました‼  ありがとうございました。 
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◇ 「チャレンジ章を完修して」 

          日進第 1団  カブ隊 

            くま 眞野はるひ 

私は、チャレンジ章を完修して、たいへん

だったことがいくつかあります。 

それはフィッシャーマンです。理由は魚拓を

とるところです。私はつりに行って、あじを

つりました。それを魚拓にしました。 

ほかには、１か月記録しなくてはいけない

気象学者や動物愛護などです。私は何日もさ

ぼってしまったので、何回もやり直しました。

それはとくに学校のある日は朝早くにおきな

いといけないので、できなくなったりしてい

ました。やっと終わった時、すごくうれしか

ったです。 

みんなに教えてもらったことや、リーダー

やお父さんに教えてもらったことを使いなが

らやりました。本で調べることが多くあった

ので大変でした。でも、いろんなことをやっ

たので、とても勉強になりました。これから

も新しいことをやって、勉強したいです。 

 
 

 

◇ 「ざりがにつり（６月２６日）」 

        江南第３団  ビーバー隊 

               どいこうた 

ぼくは、はじめてざりがにつりへいきまし

た。 

大きいざりがにをつりました。 

でも、すいそうにいれるとちゅう、ざりがに

をおとしてしまってはさみをあげておこって

しまいました。 

 

◇ 「にんじゃのれんしゅう（６月１２日）」 

江南第３団  カブ隊 

                伊藤大志 

こうなんしちゅうおう公園でにんじゃのれ

んしゅうしてきました。むずかしかったのは、

一本ばしをわたることでした。でも４ほでい

けました。次やるときはかた足でやってみた

いです。 

 
 

 

◇ 「学校のＨＰに掲載されました」 

江南第３団  副団委員長 

                椎葉浩志 

団委員が来校し生徒の夏休みの活動計画を報

告しました。３年生の渡辺君は「宮小 100 周

年記念でボーイスカウトを知りました。普段

の活動はボランティア、キャンプ活動、サイ

クリング活動などへの参加です。ボーイスカ

ウトに入り、助け合うことの大切さなどを知

り、自分も精神的に強くなった気がします」

と話してくれました。 
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◇ 「松川舎営」 

春日井第８団 カブ隊 

           しか 鈴木大斗 

ぼくは、長野県の松川へ舎営にいきました。

一日目はお昼からウォークラリーをしました。

途中の池では、ヤギに出会いました。夕方か

らはスタンツの練習をしました。題は「みつ

やサイダーの冒険」。初めはまとまりが無く、

できるか不安でしたが、何回も練習したので、

まとまってきました。  

夜は、外に出て、星座観察をしました。春

日井よりも星がきれいに見えました。「夏の大

三角」やアンタレスを見ることができました。

２日目は果樹園に行き、ナシとリンゴ狩りを

しました。思ったほどたくさんは食べれませ

んでした。でもとてもおいしかったです。 

昼からは川遊びをしました。川の水は冷た

かったけど、なれたら泳ぐこともできました。

沢のぼりもしました。 

夕方からはカレーライスつくりをしました。

役割をきめて、全員で作りました。初めての

飯ごう炊飯でしたが、上手にごはんを炊くこ

とができて、よかったです。カレーもおいし

かったです。 

夜はスタンツの発表をしました。動きは良

かったけど、せりふがつまったりしたので、

そこを直して、クリスマス会でまた発表した

いと思いました。３日めは木工こうさくでル

ームプレートを作りました。一番大変だった

のは、どのような形にするかを決めることで

した。とっても楽しい夏季舎営でした。 

 
 

 

◇ 「次長は面白い」 

春日井第８団 カブ隊 

しか 黒木乃絵 

私は、次長として松川舎営に参加しました。 

２日目の夜、自分たちで考えた演劇をするこ

とになりました。タイトルは「みつやサイダ

ーの冒険」ときまり、部屋にもどってリハー

サルをすることになりましたが、一部の男の

子たちが、あまりやる気がないようで、しん

けんさがみられませんでした。私は組長とい

っしょにどうやったらしんけんにリハーサル

をやってくれるかを考えなければならないの

で、大変でした。 

演劇をする目的やなぜやる気がでないのか、

について話をしました。男の子たちの意見も

聞きました。聞いてストーリーも修正しまし

た。そしたら、しんけんにリハーサルをする

ようになりました。本番ではせりふにつまっ

たりするところもありましたが、隊長たちか

らは合格点をいただきました。とってもうれ

しかったです。どうしたら良くなるかをいろ

いろ考えることは大変面白いと思いました。 

 
 

◇ 「合同舎営」 

春日井第 8団 カブ隊 

しか 河野洋平 

7月 23，24日の 1泊 2日で御嵩吉祥寺におい

て犬山第５団と合同舎営をしました。指示書

をもらってのハイキング、作ってきたペット

ボトルロケットの競技会、夜の勇気ハイクを 

しました。 

初めは知らない人ばかりで不安でしたが、す

ぐに友だちになれました。初めての座禅体験
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では、正座の時間が長かったので足がしびれ

てしまいました。 

 
 

◇ 「楽しかった松川の舎営」 

春日井第 8団 カブ隊 

うさぎ 河合俊平 

     ぼくは、夏の舎営に初めて参加しました。 

松川では、ハイキングや星の観察、果物狩り

（梨、りんご）、川遊び、カレー作り、演劇、

木工作り（鉛筆立て、ルームプレート）、元善

光寺見学といろいろなことができて、楽しか

ったです。一番楽しかったのは川あそびです。

川ではおたまじゃくしやカニを捕まえました。

ここで食べたかき氷もとてもおいしかったで

す。はじめてカレーライスを作りました。ぼ

くは米をといだり、玉ねぎを切る係りでした。 

とてもおいしいカレーライスでした。 

 
 

 

◇ 「真清田神社見学」 

春日井第 8団 

団委員  野村典孝 

3月6日 一宮市にある真清田神社に社会見

学に行きました。禰宜職の方から、神社の歴

史を伺ったのち、神社参拝の仕方、その意味

などを教えていただいたのち、神殿奥まで入

れていただき、美しい正座のしかたを教えて

いただき、また、普段使っている「しゃく」

などの道具の説明をしていただきました。普

段はお正月と受験の時しか身近に感じない？

神社ですが今日は、普段はなかなか入ること

ができない奥まで入れていただき、神社が日

常大切な場所であることを感じたようでした。

ボーイスカウトだからできることを体験した

一日でした。 

 
 

 

◇ 「２０１６夏季活動 in 富士山」 

春日井第５団   

カブ隊 鈴木元太 

 ８月１５日今日は宝永山へ登った。キリが

かかり、しかいが悪く、ものすごくきゅうこ

うばいな坂を歩き、ついに登ったと思ったら、

ゆるやかなカールがあり、それを歩くと宝永

山についた。そこから富士山がチラリと見え

た。 

 そのあと下山し、活動して今にいたる。 

 このキャンプは、富士山という大きなかだ

いでしたが、おもしろかったです。 

 

春日井第５団   

カブ隊 鬼頭怜音 

 宝永山は、キリがすごくて前が見にくかっ

たです。 

 とても大変だったところは、下る時に足が

すべりやすくてこわかったです。 



 - 10 - 

 けれど、ちょうじょうが晴れていたので富

士山の頂上が見えました、よかったです。 

 

春日井第５団   

カブ隊 鬼頭成一郎 

 さいしょにトンネルをぬけました、そこを

とおりぬけたら宝永第一火口です。晴れてい

るとふんかしたところが見えたようです。で

も今日はくもときりがじゃましてみえなかっ

たです。 

 ちょうじょうについたら、すずきふくちょ

うがきのこのもりとアーモンドがはいったチ

ョコをくれました。 

 ほかのボーイスカウトもきていました。 

 トイレにいきたくなったので急いで山をお

り雲海荘につきました。 

 とてもつかれたけれどもたのしかったです。 

 
 

◇ 「第１２回日本アグーナリーの見学」 

春日井第５団   

カブ隊 橋本綾 

 行くまでにも時間がかかったけど、ついた

ら自然とわらっていた。 

 車いすの体験は、きんちょうしたけど、や

ってみたら楽しかった。 

目が見えない人の体験は、すごくこわかっ

た。でも本当に目が見えない人は、それ以上

こわいんだと思った。 

すいぎょうざはおいしくて、かわがうどん

のきじのようだ。モロヘイヤは見たことなか

ったけど、おいしかった。 

ステージでは、歌を歌ったりえんそうした

りして、はくりょくがありおもしろかった。 

アイロンプリントをやるところは、やけど

しそうでこわかったけど、しじしてくれる人

の言うことを聞けばすごく楽しくできた。 

最後にうちわに習字をするところへ行って、

自分の「絆」と「光」を書いた。うまく書け

てうれしかった。 

行くときはすごくきんちょうしていたけど、

温かい人たちのおかげで、きんちょうが一気

にほぐれた。びっくりしたのは、ボーイスカ

ウトがすごく多かったことです 

 

春日井第５団   

カブ隊 平田 陽太郎 

 どのブースもハラハラドキドキでまた行き

たいと思いました。とくに、すその水ぎょう

ざはみんなにひろめたいと思うほどおいしか

った。 

 うちわはあまり上手にできなかったけれど、

ちゃんとあおげばすずしくできました。 

 
 

◇ 「カブ隊夏キャンプ」 

春日井第５団   

カブＤＬ 鬼頭さおり 

 カブになってから、初の遠出での活動で、

緊張もありワクワクもあり。楽しみにしてい

ました。 

 早朝集合という事もあり、大移動が非常に

辛かったです。でもアグーナリー会場が近く

なるにつれて、霧も濃くなり気温も低くなっ
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てきたので「山に来たぞ～」と嬉しくなりま

した。 

 日本・世界ジャンボリーなど、各地からの

スカウトが集まるイベントは初めてだったの

で、不安もありましたが、会場のスタッフさ

ん方が皆さんフレンドリーで安心しました。 

 ニイガワさん、オーストラリアのスカウト

さん方とのプチ国際交流から始まり、車いす

体験、盲目の方の体験も出来ました。まさに

ボーイスカウトのキャッチフレーズ「ここで

しか出来ないことがある」が経験出来て、子

供たちも嬉しそうにしていたので良かったで

す。 

 大きな怪我もなく、天候にも恵まれたので

有意義な１日でした。 

 
 

春日井第５団   

カブ隊 橋本牧子 

 初めてアグーナリーに参加したが、日本全

国のボーイスカウトや外国の人などがいて、

その人との触れ合いができ、今日は良い１日

が体験できた。 

子供たちは特によろこんでいて、もう少し時

間があれば多く体験が出来たと思われるが、

楽しい時間はあっという間にすぎてしまった。 

 アグーナリーが終わり、富士山の方に向か

うバスに乗りました。人が多くびっくりした

が、皆さん後ろのほうまで詰めてもらってあ

りがたかった。富士山に行く人は皆さん思い

やりがあり親切だ。 

山に着いて山荘まで登ったが、体力不足の

ため息が上がってとてもつらかった。やはり

年々体力がなくなってきているのがしみじみ

わかった。 

山荘につき食事となったが、山荘で食べる

ご飯はおいしい！ 

 

春日井第５団   

カブ隊 原田直美 

 公共交通機関を使って富士まで来ることが

初めてだったので、色々な電車・バスに乗る

事が出来てとてもいい経験でした。 

 アグーナリーは色々な国の方がみえて、手

話も国によって違うということを教えていた

だき良かったです。 

 体験ブースは、車いす体験とうちわ作りを

して、日ごろ出来ないことを体験できました。 

 水餃子がとてもおいしかったです。モロヘ

イヤ入りの餃子の皮でモチモチしていて食べ

やすかったです。 

 アグーナリーから新５合目までバスで移動

したのですが、思っていた以上に時間もかか

ったし、バス停から雲海荘までが霧がひどく

て視界が悪く先が見えなかったのもあり、と

ても長く感じました。夕食のカレーはとても

おいしかったです。 

 
 

◇ 「しょうぼうしさんへのお礼」 

春日井第５団   

ビーバー隊 波多野祥子 

しょうぼうしさんへ 

 このまえはくるまにのせてくれてありがと

うございました。とてもうれしかったです。 

 けむりのなかで、ともだちとひとをたすけ

だせて、うれしかったです。 

 だいすきです。またいきたいです。たのし
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ーうれしーめっちゃくっちゃたのしかったで

す。 

 ７月１８日、カブ・ボーイ隊と献血の呼び

かけ奉仕をした後、消防署で体験させてもら

いました。解散まぎわに祥子ちゃんが隊長に

何か言いたそうでしたが、後日手紙にします

とゆう事で書いてきた手紙です。 

 
 

 

 

◇ 「２ＴＣに参加しました」 

春日井第５団   

ボーイ隊 大森慶紀 

 僕は今回の２ＴＣでたくさんのことを学ぶ

ことが出来ました。 

 ご飯は、隊付きのおかげでおいしく食べる

ことが出来ました。 

 この大会でたくさんの友達が出来ました。

同じ編成隊のスカウトや他の県のスカウト、

韓国のスカウトたちと仲良くなれて良かった

です。 

 場内プログラムや場外プログラムが楽しか

ったです。一番楽しかったプログラムは場外

の座禅体験と高山市街散策です。座禅体験で

は心を落ち着かせる事が出来、高山市街散策

では、コロッケを食べたり、色々なお店を回

ったりと楽しかったです。お風呂も気持ちよ

かったです。 

閉会式は、WHITE JAM のライブや大花火

が感激しました。 

こうゆう事は体験すべきだと思うので、日

本ジャンボリーが楽しみです。そして、日本

ジャンボリーを楽しむためにスカウト技能を

上げていきたいと思いました。 

 
 

 

◇ 菊スカウトとしてのよき想いで（2TC） 

       春日井第２団 ボーイ隊 

            小木曽 太一 

2TCで学んだ事、感じた事として、僕は 23WSJ

という大きな大会を経験したこともあり少し

油断していました。それは、いつもとは違う

慣れない場所で、班長としていかに班員を動

かせるのかという事でした。23WSJでは一番年

下の班員だったので、2TCのような大きな大会

での班長の大変さが分かっていませんでした。

スケジュール通りに班員を動かすことができ

なかったり、プログラムに少し間に合わなか

つたりなど、たくさん反省点がありました。      

しかし、こうして大きな大会で班長を経験し

たことで、班長の大変さを実感することが出

来ました。これからもこの経験を活かし、菊

スカウトとして班員の模範となるようなスカ

ウト活動をしていきたいと思います。 

閉会式での閉会宣言について、やはりステー

ジからの景色は違いました。とても緊張はし

たけど、3000 人の中から選ばれたことを誇り

にミスなく大きな声で堂々と宣言する事が出  
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来ました。ステージ上で思ったことは、自分

が宣言したように、愛知、岐阜、三重、静岡、

日本国内、さらに海外にも多くの同じ誓いを

立てた仲間がいるんだという事を実感しまし

た。 

 

◇ 「韓国スカウトと過ごした３日間」 

春日井第２団 

         佐藤良真（BS）・優真(VS) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ＴＣの後、３人の韓国スカウトが僕たち

の家に来てくれました。家では一緒にご飯を

食べて WiiUのゲームで遊びました。３人とも

日本のアニメやゲームにすごく詳しくて盛り

上がりました。一緒に買い物に行ったり食事

に行ったり、夜はみんなで花火をしました。

韓国スカウトたちはみんないい子で仲良くな

れたし、とても楽しかったです。（佐藤良真） 

私は、8月 10日から 12日の 3日間、2TCに

参加した 3 人の韓国のスカウトと交流すると

いうとても良い経験をさせていただきました。 

1 日目の夜は私の家で一緒に食事をしまし

た。会う前は言葉が通じるか不安でしたが、3

人とも英語が話せたので日常会話をするには

何の問題もありませんでした。日本と韓国、

それぞれのことを話せて勉強になりました。 

 2日目は春日井第 2団のベンチャー隊で、名

古屋に遊びにつれていきました。好きなアニ

メのグッズを買ったり、名古屋城を見たりし

て、満喫していました。夜は韓国スカウトた

ちの希望の回転ずしで、とても楽しんでくれ

ました。 

 3日目の最終日は、前日に遊んだベンチャー

隊で空港に見送りに行きました。短い間でし

たが楽しい思い出がたくさんあり、お別れの

時は寂しかったですが、みんなで笑顔で見送

りました。 

 とても楽しく充実した 3 日間を過ごすこと

ができました。それまではなかった発見がた

くさんあり、貴重な経験になりました。また

こういった機会があれば、是非関わらせてい

ただきたいです。(佐藤優真) 

 

 

◇ 「２ＴＣ ＳＣナイト」 

江南第３団  

ＶＳ 長屋琉我 

 

 ７日にフィルモント派遣から帰宅後し強行

参加をした２ＴＣが終わりました。 

 
やはり自分が活動する拠点を広げるほど地

域単位で仲間が増えていき、大きな大会で多

くの再開をすることが出来るのだと改めて感

じました。 

８日に開催されたＳＣナイトでは舞台上で

フィイルモントの活動報告させていただき良

い経験になりました。 

 

◇ 「2TC に行って」 

春日井第 4 団ボーイ隊 

オオカミ班班長 二宮梨緒 

私は 8月 5日から 10日に行われた 2TCでた

くさんの経験をしてきました。班長としての

大きなキャンプでとても緊張していました。

事前訓練から 506 隊にも慣れてきて不安と楽

しみが半々でした。でも、そんな不安をふき

飛ばしてくれるくらい班のみんなや 506 隊の

みんなはノリが良く空気を和ませてくれまし

た。 

みんなが支えてくれたからこのキャンプは

成功したんだと思います。 

そして、私が一番心配していた雨。いつも楽

しみにしている行事やキャンプは雨が降りま

 



 - 14 - 

す。しかし、今回は大雨になることもなく、

カッパの出番がないくらい天気に恵まれまし

た。その天気の中キャンプをできたことは最

高の思い出です。 

約 3 か月間、一緒に過ごした春日井 5 団と尾

張旭１団のみんなともとても仲良くなること

ができ他団との交流をあまりしたことがない

私にとってとても良い経験になりました。 

2TC で出会った人たちはみんなステキな人で

した。またこのような経験ができるといいで

す。 

 

◇ 「ボーイスカウトを振り返って」 

春日井第 4 団ボーイ隊 

イーグル班班長 和氣銀汰 

ぼくが、ボーイスカウトを初めて知ったのは、

ビーバーでもなくカブでもなくボーイから始

めました。このころはまだボーイスカウトと

いう存在すら知らずどういうことをやってい

るかもわからなかったです。そのなにもわか

らないぼくを支えてくれたのは、そのときの

班長、リーダーそしてゆかいな班員がいてく

れたおかげだと自分が班長となり、菊スカウ

トになっておもいかえしました。自分が、菊

スカウトになるにはその頃から支えてくださ

った方々のおかげだと思いました。ボーイス

カウトでは、支えてくださる大人がいないと

行えないし、また 1 人でキャンプするのはさ

みしいと思います。スカウトは友情にあつく

そしてスカウトは感謝の心をもっていないと

いけません。なのでたくさんの方々がいる春

日井第四団に感謝し、今度は自分が支える立

場となってがんばっていきたいと思います。 

 

◇ 「2TC に行って体験したこと」 

春日井第４団ボーイ隊 

コブラ班次長 大脇康志 

班長として 2TC に参加して、多くのことを

学びました。最初は 5 泊 6 日の長期キャンプ

ということで、上手に班員をまとめて、適切

に指示していけるかどうかが不安でしたが、

班長会議で上班やリーダーなどから、アドバ

イスをしてもらい、班をまとめることができ

ました。また場外プログラムでは、座禅を体

験したり、高山市内を歩いて、地域の人と交

流をしたり、場内では、方言ビンゴ、ロープ

結び競争や各 SC サイトの人にサインをもら

ったりとさまざまなことに参加することがで

きました。他にも他県の団と交流して、ゲー

ムをやったりと 2TC では多くの人と交流する

ことができました。 

これからも班員をまとめて、楽しく活動をし

ていきたいと思いました。2TC で学んだこと

を隊の活動に活かしていきたいです。 

 

◇ 「５分の法則」 

      時間と怪我の関係性について 

         日進第 1団 BVS隊長 

                杉浦 忠 

   三指 

ビーバー隊の集会でアイススケートに出かけ

た時の事。毎年スケートをしているわけでは

ないので、初体験のスカウトが多かった。準

備体操や靴の準備もほぼ万端だったと思うが、

この日は怪我が多かったので振り返ってみた

いと思う。 

 見学を含め子ども９名、大人も８名という構

成。スケートをした時間は１０時〜１５時。 

 はじめはヨチヨチ歩きであったので大きく

転ぶこともなかった。午前中滑るだけでほぼ

全員の子が滑れるようになり、午後にはスケ

ートリンク主催の教室にも参加した。 

 そんな中で怪我は子ども 2人、大人１人。 

怪我の時間帯はそれぞれ（昼休憩の前） 

（製氷車が製氷した直後）（スケートの終了直

前）であった。 

 これは持論であるが「子どもの怪我をしやす

い時間帯とサッカーの失点の時間帯は似てい

る」と思っている。 

 サッカーの試合で得失点が多い場面は「はじ

めの５分」「メンバーチェンジ後の５分」「お

わりの５分」だそうだ。 

 理由としては「戦術やシステムに慣れない」

「流れが変わる」「終盤に油断をする」などが

あるだろう。 

 今回の集会では、はじめこそ怪我をしなかっ

たが（昼の休憩前）（製氷機車が通った後の滑

りやすい場面）（最後まで楽しく滑ってそのま

ま終わるはずの終盤の怪我）と正にサッカー

の失点と時間が重なった。 
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 注意喚起や適切な装備（特に大人）など至ら

なかった点が無いわけではないが、隊長とし

て反省しているのは「気のゆるみ」である。 

 特に最後の怪我は「もうこのまま楽しく終わ

るだろう」と思っていた所の怪我であったの

で反省の弁もない。 

 当日は３失点ではあるが「楽しかった」「滑

ることができた」と大量得点であったのが救

いである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【おしらせ】 

愛知県連盟のボーリング大会が平成 29年 1月

14 日に開催予定です。 

それに伴い地区予選が 11 月 27 日に行われま

す。 

皆さんの参加をお待ちしています。 

 

地区ビーバーラリーが平成 29 年 3 月 19 日に

春日井市内の落合公園で開催予定です。 

 

 

【編集者より】 

今回はたくさんの記事をいただきありがとう

ございました。 

次号は、2 月 12 日原稿締め切り、3 月 12 日発

行予定です。 

各団共、秋から冬にかけていろんな活動をさ

れると思います、記事をお待ちしています。 


